
平成17年 
き さ ら ぎ  

如　月 

雪中田植え 
（１月15日　大太鼓の館前で　５ページに関連記事） 
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　町が行う行政サービスは町の皆さんが納められた税金や

地方交付税、国・県支出金、町債（借入金）などでまかな

われています。 

　平成15年度の一般会計の歳入歳出決算を前年

度と比較すると、歳入で９億8,377万円の減、歳

出で10億2,544万円の減で、翌年度に繰り越すべ

き財源は1,747万円の増となっており、実質収支

では前年度より2,420万円増の2億6,730万円の黒

字となりました。 

みなさんの町税の負担は… 

１人当たり 
町 民 税 27,396円 

固定資産税 43,224円 

た ば こ 税 5,602円 

軽自動車税 1,554円 

　合　計　 77,776円 

 

１世帯当たり 
町 民 税 76,947円 

固定資産税 121,403円 

た ば こ 税 15,735円 

軽自動車税 4,365円 

　合　計　 218,450円 

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

（　　　　　　　） 

   （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 平成16年３月３１日現在の人口21,478人 

世帯7,647世帯で算出しました。 

歳入 

一般会計 
歳入総額 

81億9,609万円 

その他 
            10億7,716万円    

        (13.1%)

繰越金 
       2億4,824万円 
     (3.0%) 

 

諸収入 
        2億6,825万円 

     (3.3%)

町債 
         7億5,300万円 

      (9.2%)

国・県支出金 
   9億9,915万円 
  (12.2%)

町税 
          16億7,048万円 
         (20.4%)

地方交付税 
     31億7,981万円 
    (38.8%)

歳　入 81億9,609万円 

歳　出 79億619万円 

繰越明許費繰越額 2,260万円 

差　引 2億6,730万円 

 

差 引 

町税の内訳 

固定資産税　 
   9億2,837万円 
  (55.6%)

町民税 
        5億8,841万円 
      (35.2%)

町たばこ税 
    1億2,032万円 

(7.2%)

町税　16億7,048万円 

軽自動車税 
  3,338万円 
(2.0%)

地方交付税　国の租税から町に配分された税 

町　　　税　町が徴収する税 

国・県支出金　国・県より目的により負担金、補

　　　　　　助金、委託金として交付される支

　　　　　　出金 

町　　　債　事業などのための町の借入金 

諸　収　入　諸々の収入（利子収入など） 

繰　越　金　前年度決算からの繰越金 

固定資産税　土地家屋などにかかる税金 

町　民　税　前年の所得に応じてかかる税 

町たばこ税　たばこにかかる税 

軽自動車税　二輪、四輪など軽自動車にかかる

　　　　　　税 
 

繰越明許費繰越額　年度内に完了しない見込み

のある経費の支出で歳入歳出共に翌年度に繰り

越すことが議会の議決によって許された額 

歳入項目の用語解説 

歳　入－歳　出 
－繰越明許費繰越額 

決 算 額 に 対 する  



広報たかのす　17.　2.　1３ 

平成15年度の決算についてあらまし
をお知らせします。 
用語解説とあわせてご覧ください。　 

　会 計 名　 　歳 入　 　歳 出　 

国民健康保険 1,891,881 1,720,281 
老 人 保 健 2,363,131 2,407,982 
介 護 保 険 1,679,385 1,625,377 
介護サービス事業 1,264,649 1,264,649 
簡 易 水 道 210,607 179,753 
土 地 取 得 2 2 
下 水 道 898,605 898,605 
学 校 給 食 223,001 223,001 
農業集落排水 401,949 401,949 
坊沢財産区 63,531 594 
綴子財産区 53,658 456 
栄 財 産 区 43,794 1,038 
沢口財産区 1,991 0 
七日市財産区 27,498 462 

　合　　計　 9,123,682 8,724,149

特別会計の収支 

（　　　　　　　　 　） 
歳出 

一般会計 
歳出総額 

79億619万円 

その他 
        3億2,345万円 
      (4.1%)

商工費 
       3億2,522万円 
     (4.1%)

消防費 
        3億7,773万円 
       (4.8%） 

農林水産費 
   4億5,808万円 
 (5.8%)

衛生費 
    7億1,836万円 
   (9.1%)

公債費 
        6億3,422万円 
      (8.0%)

土木費 
   4億4,442万円 
 (5.6%)

総務費 
         13億2,418万円 
         (16.7%)教育費 

        9億6,685万円 
        (12.2%)

民生費 
        23億3,368万円 
        (29.5%)

普通会計の性質別割合 

　普通会計とは一般会計に土地

取得特別会計・学校給食特別会

計を加算したものです。 

補助費 
(16.2%） 

投資的経費 
(7.9%)

その他 
(21.3%)

物件費 
(16.9%） 

公債費 
(8.0%)

扶助費 
(9.7%)

人件費 
 (20.0%） 

民　生　費　身障者、高齢者福祉、児童福祉など福祉全般にかかっ

　　　　　　た費用 

教　育　費　小中学校、幼稚園、各種教育施設の整備、生涯学習、

　　　　　　公民館などの費用 

総　務　費　職員、庁舎管理、住民基本台帳、選挙などの費用 

土　木　費　道路等の建設などにかかった費用 

公　債　費　町が事業のために借り入れたお金の返済金 

農林水産費　農業、林業などにかかった費用 

衛　生　費　基本健診や検診、ゴミ処理などにかかった費用 

消　防　費　消防防災などにかかった費用 

商　工　費　商工業振興などにかかった費用 

人　件　費　議員・職員等に支払われる報酬、給料及び手当　 

扶　助　費　社会制度の一環として一定の生活水準を維持するこ

　　　　　　となどを目的として支出される経費 

物　件　費　行政事務執行上必要な一切の経費（消耗品等）　 

補　助　費　各種の行政上の目的をもって交付される現金的給付 

投資的経費　町道・町有施設等の新設、新築、改良などに要する

　　　　　　経費 

歳出項目の用語解説 

（単位：千円） 

平成15年度 
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４
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５
日
（
水
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６
日
（
木
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７
日
（
金
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９
日
（
日
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11
日
（
火
） 

 

12
日
（
水
） 

13
日
（
木
） 

 

　
　
　
　
　 

14
日
（
金
） 

 

第
24
回
鷹
巣
町
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
に
ス
タ
ー
タ
ー
と
し
て

参
加
。 

坊
沢
地
区
新
春
交
流
会
に
出
席
。 

栄
地
区
新
年
交
流
会
に
出
席
。 

大
太
鼓
叩
き
初
め
に
出
席
。 

役
場
職
員
に
対
す
る
年
頭
の
あ
い
さ
つ
。 

鷹
巣
町
消
防
出
初
式
・
式
典
に
出
席
。 

鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合
職
員
に
対
す
る
年
頭
の

あ
い
さ
つ
。 

た
か
の
す
福
祉
公
社
職
員
に
対
す
る
年
頭
の
あ
い
さ
つ
。 

役
場
新
年
会
に
出
席
。 

県
北
報
公
会
新
春
祈
祷
祭
並
び
に
新
年
宴
会
に
出
席
。 

統
合
病
院
に
か
か
る
協
議
の
た
め
厚
生
労
働
省
を
訪
問 

鷹
巣
町
福
祉
功
労
者
表
彰
式
典
に
出
席
。 

鷹
巣
町
防
犯
指
導
隊
査
閲
。 

鷹
巣
町
交
通
指
導
隊
査
閲
。 

沢
口
地
区
新
春
交
流
会
に
出
席
。 

綴
子
公
民
館
ま
つ
り
と
新
春
交
流
会
に
出
席
。 

鷹
巣
町
外
六
カ
町
村
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議

に
出
席
。 

平
成
17
年
第
１
回
鷹
巣
町
議
会
臨
時
会
。 

大
館
能
代
空
港
新
年
賀
詞
交
歓
会
に
出
席
。 

鷹
巣
町
交
通
安
全
祈
願
祭
終
了
後
の
新
春
交
流
会
に
出

席
。 

第
６
回
秋
田
内
陸
線
沿
線
地
域
交
通
懇
談
会
に
出
席
。 

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
第
61
回
定
例
取
締
役
会
に
出
席
。 

知
事
を
囲
む
新
春
の
集
い
に
出
席
。 

　
鷹
巣
町
、
合
川
町
、
森
吉
町
、
阿
仁
町

４
町
の
廃
置
分
合
（
合
併
）
に
つ
い
て
、

１
月
17
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら
告
示
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
告
示
を
も
っ
て
合

併
の
効
力
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
、
今

年
３
月
22
日
に
新
市
「
北
秋
田
市
」
の
誕

生
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
４
町
は
、
昨
年
２
月
に
鷹
巣
阿
仁
地
域

合
併
協
議
会
（
法
定
協
議
会
）
を
立
ち
上

げ
、
同
年
９
月
30
日
の
第
12
回
合
併
協
議

会
ま
で
に
合
併
協
定
項
目
46
項
目
の
調
整

内
容
を
す
べ
て
確
認
し
、
10
月
19
日
、
鷹

巣
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
寺
田
秋
田
県

知
事
の
立
会
い
の
も
と
、
合
併
協
定
書
に

調
印
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
基
づ
き
議
会
で
も
合
併
関
連
議

案
が
可
決
さ
れ
、
10
月
29
日
に
は
県
知
事

あ
て
に
合
併
申
請
書
を
提
出
、
12
月
20
日

に
は
、
県
知
事
か
ら
の
合
併
決
定
書
を
受

け
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
告
示
を
受
け
て
、
鷹
巣
阿
仁
地
域

合
併
協
議
会
長
で
あ
る
岸
部
町
長
は
、
「
こ

れ
で
正
式
に
北
秋
田
市
が
国
民
に
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
合
併
に
向

け
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
な
ら

び
に
４
町
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。
今
後
も
４
町
の
結
束
に
よ
り
、
３
月

22
日
の
新
市
発
足
に
向
け
鋭
意
奮
闘
し
て

参
り
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
ま
し

た
。
　 

　
な
お
、
告
示
さ
れ
た
官
報
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

【
平
成
17
年
１
月
17
日
　
月
曜
日
　
官
報

　
第
４
０
１
３
号
】 

○
総
務
省
告
示
第
三
十
四
号 

　
　
　
市
町
の
廃
置
分
合 

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

六
十
七
号
）
第
七
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
、
同
郡
森
吉
町
、
同
郡

阿
仁
町
、
同
郡
合
川
町
を
廃
し
、
そ
の
区

域
を
も
っ
て
北
秋
田
市
を
設
置
す
る
旨
、

秋
田
県
知
事
か
ら
届
け
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。 

　
右
の
処
分
は
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
二

日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。 

　
平
成
十
七
年
一
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎  

「北秋田市」誕生が正式決定 

２月14日から北秋田市市章デザイン募集

北
秋
田
市
市
章
デ
ザ
イ
ン
募
集

北
秋
田
市
市
章
デ
ザ
イ
ン
募
集

　
平
成
17
年
３
月
22
日
に
鷹
巣
町
、

合
川
町
、
森
吉
町
、
阿
仁
町
の
４
町

が
合
併
し
て
誕
生
す
る
「
北
秋
田
市
」

の
市
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。 

●
募
集
す
る
市
章
デ
ザ
イ
ン 

　
・
北
秋
田
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
自

　
然
」
「
ひ
と
」
が
調
和
し
、
活
気

　
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
交
流
都
市
に

　
相
応
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と 

　
・
市
旗
、
バ
ッ
ジ
等
に
も
使
用
で

　
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と 

な
ど
で
す 

●
応
募
期
間 

　
２
月
14
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
　

　
（
期
間
内
必
着
） 

※
詳
し
く
は
合
併
協
議
会
だ
よ
り
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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１
月
か
ら
鷹
巣
体
育
館
で
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
教
室
は
、
冬
期
の
運
動
不
足
解
消
や
正
し
い

ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
女
性
を
中
心
と
し
た
参
加
者
が
ス
ト
レ
ッ
チ
と

ダ
ン
ス
で
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。 

　
メ
ニ
ュ
ー
に
は
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
も
あ
り
、

子
ど
も
や
男
性
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
内
容
で
す
。

み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
教
室
は
３
月
ま
で
12
回
の
予
定
で
行
わ
れ
ま
す
。

時
間
は
夜
７
時
か
ら
９
時
ま
で
。
お
申
込
み
は
鷹
巣

体
育
館
（
62 
｜
３
８
０
０
）
へ
。
　 

楽
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ 

鷹
巣
体
育
館
「
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室
」 

燃
え
立
つ
炎
に
祈
願 正月飾りなどを燃やして1年の災厄を払いました 

　
し
め
縄
や
門
松
な
ど
を
燃
や
し
て
災
厄
を
払
う
「
ど

ん
と
祭
り
」
が
１
月
15
日
、
道
の
駅
た
か
の
す
「
ぶ
っ

さ
ん
館
」
前
で
行
わ
れ
、
関
係
者
や
町
民
ら
が
無
病

息
災
や
家
内
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
「
ど
ん
と
祭
り
」
は
「
ど
ん
ど（
ん
）焼
き
」
な
ど

と
も
呼
ば
れ
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
日
本
の
伝
統
行

事
。
そ
の
火
で
焼
い
た
餅
を
食
べ
る
と
１
年
の
災
厄

が
払
わ
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ぶ
っ
さ
ん
館
前
に
は
、
地
域
住
民
ら
が
持
ち
寄
っ

た
正
月
飾
り
や
だ
る
ま
な
ど
の
縁
起
物
が
積
み
上
げ

ら
れ
、
祈
祷
と
同
時
に
火
が
入
れ
ら
れ
る
と
炎
が
勢

い
よ
く
燃
え
上
が
り
、
見
守
る
住
民
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
で
炎
に
願
い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。 

ぶ
っ
さ
ん
館
前
で「
ど
ん
と
祭
り
」 

　
稲
作
の
豊
凶
を
占
う
小
正
月
行
事
「
雪
中
田
植
え
」

が
１
月
15
日
、
大
太
鼓
の
館
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
雪
中
田
植
え
は
、
か
つ
て
は
農
家
で
行
わ
れ
て
い

た
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
民
族
行
事
。
現
在
は
、
Ｊ

Ａ
鷹
巣
町
青
年
部
（
九
島
敏
昭
部
長
）
が
継
承
し
て

い
る
も
の
で
す
。 

　
大
太
鼓
の
館
入
り
口
前
に
特
設
さ
れ
た
雪
田
に
青

年
部
長
の
九
島
敏
昭
さ
ん(
43)
が
、
け
ら
、
菅
笠
姿

の
昔
な
が
ら
の
装
い
で
苗
に
見
立
て
た
稲
わ
ら
な
ど

を
植
え
付
け
、
大
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
２
月
１
日
に
は
、
作
柄
を
占
う
「
稲
刈
り
」
が
行

わ
れ
、
ご
託
宣
が
出
ま
す
。 

大
豊
作
の
願
い
を
込
め 

Ｊ
Ａ
青
年
部
が「
雪
中
田
植
え
」 

今年は自然災害のないように祈願 

ストレッチと「燃焼ダンス」で心地良い汗を 
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申告前に書類の確認を 
◆申告相談を受けられる方は、次の書類を必ずご持参ください

◆収支計算による農業申告の方

□収支計算書

□農業収支計算ノート（領収書等の書類を添付）

※「㈰水稲作付２ha未満」「自家用畑のみ作付」

　「㈰及び㈪の両方を作付｣以外方は全て｢収支

　　計算による申告｣をしなくてはなりません。

◆上記以外の農業申告の方

□農業関連の収入がわかるもの（以下に事例）

◆その他の所得者

大工、左官等の方が持参するもの

□年間の稼働日数明細書（月別、仕事先と賃金

　の明細）

大工、左官等で請負仕事の場合は

□機械・器具（道具）の購入費および

　修理費、税金（自動車税、重量税）

　車検経費の領収書

□請負工事ごとの損益計算書

□全国建設工事国保の保険料領収書

・水稲の出荷数量及び販売代金

・共済受取金

・米政策等にかかる収入金

・農作業の受託収入

※今年から、上記の収入金に基づいて所得

　が計算されます。そのため、支出にかか

　る証明書類は不要です。

□給与、報酬、賃金の源泉徴収票

※日雇（パート）、出稼ぎ収入のあった方でも、勤務先から必ず源泉徴収票を取り寄せてくだ

　さい。無い場合には、所得税の還付が受けられないこともあります。

□各種年金の源泉徴収票や支払通知書

【源泉徴収票】老齢年金、厚生年金、共済年金、農業者年金、恩給

【支払通知】障害年金、母子年金、寡婦年金、公務扶助料、遺族恩給等非課税となるもの

　譲渡所得のある方で税務署へ申告する方は、

市県民税の申告の必要はありません。

　譲渡所得者（土地、建物を売った方）が持参

するものは次のとおりです。

□譲渡した物件に係る売買契約書

　（または売買価格を証明できる書類）

□譲渡費用（仲介手数料、測量費など）の

　領収書

□収用の場合は買取証明書

□交換および代替地を受け取った場合は

　契約書（または覚書）

持　参　す　る　も　の

！ 

す べ て

の 方

事 業 所 得

の 方

給 与 所 得

の 方

年 金 等 の

所 得 の 方

譲 渡 所 得

の 方

□印鑑

【以下、当該項目で控除を受ける方のみ持参】

□生命保険料支払証明書

□保険税・介護保険料の領収書

□国民年金・農業者年金掛金領収書

□医療費の領収書（通院のため要した交通費

　の領収書も）

※介護福祉サービスを受けている場合には、

　介護サービス事業者から医療費に関わる部分

　の証明が必要です。

□身体障害者手帳

□損害保険料支払証明書（火災保険、建物

　共済など）

□火災、雪害、盗難にあった時はその証明

　書（警察署、消防署から発行されるもの）

　または領収書

□大学生・専門学校生等の在学証明書

□預金口座番号

◆営業等事業所得者

□現金出納帳（売掛、買掛がある場合は売掛帳、

　買掛帳）

□自家消費、事業用消費の整理帳

□仕入帳（売上原価の整理）

□たな卸帳

□経費帳（科目毎の必要経費の整理＝租税　

　公課、水道光熱費、通信費、広告宣伝費、

　接待交際費、損害保険料、修繕費、消耗

　品費、給料賃金、地代家賃、雑費等）

　※科目ごとに整理のこと

　

（□欄で確認してください。例□）

そ の 他
不動産所得：収入明細及び経費明細

一時所得（保険満期金等）・配当所得・退職所得等がある方は支払調書等支払額がわかるもの

※ご不明な点がありましたら、税務課町民税係（�62-1111）までお問合せください。



広報たかのす　17.　2.　1７ 

市県民税・所得税申告相談日程表 
◆必ずこの日程表に定められた場所、日時に申告してください。
◆カレンダーに申告日を記すなどして忘れないようにしましょう。
◆場合によっては、人数を制限することがあります。

※｢サテライトステーションさかえ」が改修中のため、これまで同施設が会場になっていた地区の方は、役場で申告していただきます。

・年金収入のみの世帯の方
（年金以外の収入のある方
　は地区の指定日）
・還付申告の方（住宅借入
　金等特別控除、医療費
　控除、年調未済など）

月日 申　告　会　場 受付時間
午前９時〜正午 午後１時〜４時

申 告 相 談 時 間
月日 申　告　会　場 受付時間

午前９時〜正午 午後１時〜４時

申 告 相 談 時 間

2/1
（火）

2/2
（水）

2/3
（木）

2/4
（金）

2/7
（月）

2/8
（火）

2/12
（土）

2/10
（木）

2/9
（水）

2/14
（月）

2/15
（火）

2/16
（水）

2/17
（木）

2/19
（土）

2/18
（金）

2/21
（月）

2/22
（火）

2/23
（水）

2/24
（木）

2/25
（金）

2/28
（月）

3/2
（水）

3/3
（木）

3/1
（火）

3/4
（金）

3/7
（月）

3/8
（火）

3/9
（水）

3/10
（木）

3/11
（金）

3/14
（月）

3/15
（火）

明利又、上舟木、松沢、
黒森、与助岱、三ノ渡

田沢、李岱、
岩坂、下大沢

大畑、葛黒、
門ヶ沢

高野尻、高野尻団
地、太田屋敷後

本郷５〜６組
根木屋敷

本郷１〜４組
吉野

岩脇、横渕
品類

伊勢町
幸町、内幸町

川口、小ヶ田

妹尾館、中畑、深沢
下舟木、吉ヶ沢

舟見町、新舟見町、
東上綱、下家下、
西屋敷、北家後、
掛泥向、平成町

※指定日に申告でき
　なかった方

材木町、
あけぼの町

岩谷、二本杉、
向黒沢、大畑

午前７時
〜午後３時

午前８時
〜午後３時

午前８時
〜午後３時

午前８時
〜午前11時

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

午前７時
〜午後３時

役 場 大 会 議 室

今泉生活改善センター

沢口林業センター

七日市基幹集落センター

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

摩　当

太　田

掛　泥

坊 沢 公 民 館

舟　場　会　館

下　町　会　館

〃

〃

役 場 大 会 議 室

田中 新田中、南田中

前　山

松葉町、宮前町 東横町、旭町

元町 大町、花園町

米代町、住吉町小田、田子ケ沢
松原

南鷹巣、西陣場岱
石ノ巻岱、泉屋敷
高村岱、高森岱

大堤 前野

下町、昭和

上町

蟹沢、佐助岱、
緑ケ丘

舟場 舟場、堂ケ岱

中屋敷、上野
小摩当

上　町　　　深関、羽立

大町、新屋敷町

街道町、黒沢 相善町

南鷹巣

今　泉

〃

県税課課税班からのお知らせです

軽油引取税免税証(農業用)の
　　　　交付申請を受付けます
◆日時　２月４日(金)10：00〜12：00、13：00〜15：00
◆場所　鷹巣町役場
●必要書類
　

●交付日時　２月８日(火)13:30〜14:30(場所同じ)

◎お問い合わせ　　　北秋田地域振興局　総務企画部
　　　　　　　　　　県税課課税班　�０１８６−４９−２２１１

〃

脇神、湯ノ岱
坊山、四渡

〃

小森 小森、藤株
１
２
３
４
５
６
７
８
９

　　　　交付申請に必要な書類等

免税軽油使用者証

使用する機械の購入等証明書

免税軽油使用者証交付手数料（400円）

免税軽油の引取り等に係る報告書

免税軽油の引取りを証明する納品書や購入証明書など

未使用免税証（残券）

耕作面積の証明書（共同の場合には全員分）

印鑑（共同の場合には全員分）

誓約書

新規 更新 継続 書換

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

前山森林交流センター

糠　沢

〃

〃

役 場 大 会 議 室

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

午前８時
〜午前11時

午前８時
〜午後３時

午前７時
〜午後３時
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新
・
た
か
の
す
の
昔
っ
こ
〈
大
正
期
　
旧
栄
村
編
〉 

　
再
び
、
昭
和
元
年
に
発
行
さ
れ
た
小
冊
子
「
新
し
き
北
秋
」
か

ら
大
正
期
の
鷹
巣
町
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
旧
栄
村

の
部
分
で
す
。
栄
村
（
明
治
９
年
に
摩
当
村
と
太
田
新
田
村
が
合

併
し
て
改
称
）
は
、
藩
政
時
代
か
ら
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
に
苦

し
ん
だ
村
で
し
た
。
そ
の
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
，

先
人
の
労
苦
の
た
ま
も
の
で
あ
る
太
田
堰
や
産
業
政
策
な
ど
に
よ

る
恩
恵
を
受
け
て
い
た
当
時
の
村
の
姿
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
太
田
の
長
谷
川
家
は
、
代
々
長
百
姓
で
開
田
事

業
や
家
塾
を
開
い
て
村
の
た
め
に
貢
献
し
て
き
た

家
系
。
こ
の
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
長
谷
川
千
蔵

氏
は
長
谷
川
家
の
十
代
目
。
郡
会
議
員
な
ど
の
か

た
わ
ら
農
業
の
振
興
に
も
取
り
組
み
、
秋
田
県
種

苗
交
換
会
会
員
と
し
て
活
躍
し
た
。 

　
技
術
に
も
優
れ
、
ゴ
ボ
ウ
ほ
か
各
種
農
作
物
の

生
産
は
も
ち
ろ
ん
、
凶
作
時
に
は
北
海
道
か
ら
取

り
寄
せ
た
馬
鈴
薯
を
桑
畑
の
間
作
作
物
と
し
て
植

え
、
収
穫
を
上
げ
る
な
ど
、
村
人
の
た
め
に
貢
献

し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
青
年
教
育
に
も
取
り
組
み
、
「
共
睦
会
」

と
称
し
て
青
年
夜
学
会
を
組
織
、
修
身
・
読
書
・

算
術
や
習
字
を
教
え
た
。 

　
長
谷
川
家
の
地
域
の
指
導
者
と
し
て
の
伝
統
は
、

八
代
目
伊
右
衛
門
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
洪

水
の
た
び
に
関
根
留
（
潅
が
い
水
を
引
く
た
め
に

石
や
木
材
で
川
水
を
せ
き
止
め
た
と
こ
ろ
）
が
破 

郷土の先人 

長谷川伊右衛門と千蔵 

長谷川千蔵 

（1855-1924） 

長谷川家10代目 

長谷川伊右衛門 

（1816-1901） 

長谷川家８代目 

い  え  もん う 

わ
ず 

ち
ょ
う 

か
ん
が
い 

ず
い
ど
う 

か
ん
ば
つ 

い
　
か 

ご
ぼ
う 

ご
ぼ
う
さ
と
う
づ
け 

あ
い 

う
る
お 

ぜ
き 

 

※
注
１ ※

注
２ 

※
注
３ 

※
注
４ 

※
注
５ 

※
注
６ 

か 
【参考資料】 
　鷹巣町史　栄郷土史 
「ふるさと人物伝」ほか 

お
さ 

は
な
は 

い
え
ど 

か
ん
が
い 

ご 

ば
れ
い
し
ょ
（
＝
じ
ゃ
が
い
も
） 

ま
す
ま
す 

せんぞう 

　
「
鷹
巣
町
に
相
続
き
て
役
場
所
在
地
の
摩
当

に
は
僅
か
二
十
数
町
に
て
達
す
る
。
東
に
二
井

田
村
、
北
に
早
口
、
綴
子
の
二
村
、
西
は
坊
沢
、

南
は
沢
口
村
に
接
し
、
摩
当
、
太
田
、
大
沢
、

李
岱
、
田
沢
、
小
摩
当
の
六
部
落
に
別
れ
、
米

代
川
北
部
を
縦
貫
し
て
い
る
。 

　
本
村
の
田
地
を
灌
漑
す
る
八
割
は
、
早
口
川

の
上
流
よ
り
引
き
入
る
ゝ
太
田
堰
に
よ
っ
て
潤

さ
れ
、
こ
の
太
田
堰
と
い
う
は
既
に
今
よ
り
百

年
前
の
天
保
年
間
に
早
口
村
の
上
流
大
淵
附
近

よ
り
分
流
せ
し
め
て
隧
道
を
開
削
し
、
米
代
川

よ
り
高
き
太
田
、
新
田
一
帯
の
灌
漑
用
水
と
し

て
い
る
が
、
現
在
組
織
さ
れ
て
い
る
水
利
組
合

の
努
力
に
よ
っ
て
如
何
に
旱
魃
甚
だ
し
き
年
と

雖
も
絶
え
て
そ
の
苦
痛
を
聞
か
な
い
。 

　
太
田
牛
蒡
と
言
え
ば
、
数
十
年
来
の
歴
史
と

名
声
を
有
し
、
明
治
十
五
・
六
年
の
頃
、
長
谷

川
千
蔵
氏
な
る
人
が
こ
れ
を
奨
励
し
た
る
結
果
、

産
量
少
な
き
も
品
質
は
実
に
天
下
一
品
に
し
て

秋
田
県
第
一
を
誇
り
、
曾
っ
て
大
阪
よ
り
貨
車

一
台
の
注
文
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
今
で
も

「
牛
蒡
砂
糖
漬
」
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。
特

産
と
も
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

　
木
炭
は
年
々
多
き
を
加
え
、
年
産
十
七
万
貫

余
、
価
格
四
万
二
千
円
に
達
し
、
産
量
よ
り
も

品
質
の
改
良
に
着
眼
し
居
る
を
以
っ
て
将
来
有

望
の
事
業
と
し
て
益
々
盛
ん
と
な
る
は
必
然
の

こ
と
で
あ
る
。 

　
小
学
校
は
摩
当
、
太
田
の
二
校
に
し
て
冬
期

間
は
他
に
二
箇
所
の
分
教
場
を
設
け
、
本
村
経

済
も
小
な
る
だ
け
納
税
成
績
も
よ
ろ
し
く
、
督

励
組
合
を
組
織
し
て
三
年
前
よ
り
完
納
の
好
成

績
を
挙
げ
て
上
川
沿
、
落
合
、
下
大
野
の
各
村

に
伍
し
て
い
る 

　
村
社
に
は
神
明
社
、
八
幡
神
社
等
が
あ
る
。
」 

 

　
　
　･･･

※
注
説
明･･･ 

 

【
注
１
　
摩
当
、
太
田
〜
】 

　
摩
当
村
と
太
田
新
田
村
が
合
併
し
、
栄
村
と
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壊
さ
れ
、
村
の
大
き
な
課
題
だ
っ
た
太
田
堰
の
改

修
も
「
村
を
治
め
る
こ
と
は
水
を
治
め
る
こ
と
」

と
考
え
、
自
ら
工
事
の
指
導
監
督
に
あ
た
っ
た
。 

　
困
難
を
極
め
た
改
修
工
事
は
、
天
保
２
年
か
ら

同
15
年
に
か
け
て
行
わ
れ
、
太
田
新
田
村
（
当
時
）

の
生
活
は
よ
う
や
く
安
定
し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
堰
の
維
持
管
理
に
は
莫
大

な
費
用
と
労
力
が
つ
ぎ
込
ま
れ
、
太
田
堰
、
坊
沢

堰
、
鷹
巣
堰
三
堰
の
合
同
頭
首
工
が
完
成
し
、
近

代
的
な
設
備
に
よ
る
安
定
し
た
水
利
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
39
年
の
こ
と
だ
っ
た
。 

　
伊
右
衛
門
は
、
教
育
に
も
情
熱
を
傾
け
、
堰
の

工
事
中
に
も
、
現
場
事
務
所
に
し
た
苫
小
屋
で
夜

は
若
者
に
算
術
や
習
字
を
教
え
た
と
い
う
。
晩
年

に
は
私
塾
「
長
谷
川
塾
」
を
開
き
、
近
郷
か
ら
多

く
の
塾
生
が
集
っ
た
。 

　
さ
ら
に
、
薬
学
や
鍼
灸
を
も
研
究
し
、
村
人
の

治
療
も
行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

　江戸時代の紀行家・菅江真澄（1754-
1829）も訪れた八幡神社。平成３年には

大館北秋田郡連青によって神社の入り口

に真澄を顕彰する標柱が建てられた。 

　現在は住宅地となっているあけぼの町周辺も、三

百数十年前の慶安・寛文の頃にはすでに開発されて

いたが、伊右衛門らの尽力で改修された太田堰によ

って、さらに広大な面積の水田が開発された。 

 

【昭和30年代の市街地東部（現在のあけぼの町付近）】 

お
さ 

お
の
ま
つ 

か
ん
す
い 

ご
ぼ
う 

か
ま
す 

む
し
ろ 

む
し
ろ 

し
ん
き
ゅ
う 

と
ま 

せ
き
ね
ど
め 

み 

う
ん
ぬ
ん 

ち
ん
じ
ゅ
し
ゃ 

こ
の 

ひ
や
ま 

と
う
し
ゅ
こ
う 

改
称
し
た
の
は
明
治
９
年
。
こ
れ
は
当
時
、
両

村
の
境
界
が
複
雑
で
不
明
確
だ
っ
た
た
め
、
地

租
改
正
に
伴
い
、
租
税
事
務
上
の
便
宜
を
図
る

こ
と
が
主
な
理
由
だ
っ
た
。 

 
【
注
２
　
太
田
堰
】 

　
現
在
住
宅
街
と
な
っ
て
い
る
あ
け
ぼ
の
町
は
、

昭
和
30
年
代
頃
ま
で
は
広
々
と
し
た
田
園
地
帯

だ
っ
た
。
こ
の
一
帯
が
開
発
さ
れ
た
の
は
17
世

紀
に
さ
か
の
ぼ
り
、
開
田
の
た
め
に
太
田
堰
が

開
削
さ
れ
た
。
し
か
し
、
米
代
川
の
度
重
な
る

洪
水
の
た
め
施
設
（
関
根
留
）
が
何
度
も
破
壊

さ
れ
、
大
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。 

　
被
害
の
根
本
的
な
解
決
の
た
め
、
太
田
新
田

村
の
長
百
姓
・
長
谷
川
伊
右
衛
門
は
、
糠
沢
川

付
近
に
あ
っ
た
米
代
川
の
関
根
留
を
、
上
流
の

支
流
・
早
口
川
に
設
け
、
糠
沢
の
丘
陵
部
に
穴

関
（
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
水
路
）
を
設
け
る
な
ど

し
て
改
善
し
た
。 

　
こ
の
大
工
事
は
鷹
巣
村
地
内
の
河
川
改
修
も

手
が
け
た
河
川
土
木
工
事
の
第
一
人
者
で
あ
っ

た
檜
山
村
出
身
の
渡
部
斧
松
ら
の
手
に
よ
っ
て

１
８
４
１
年
に
始
ま
り
翌
年
に
は
新
堰
に
よ
る

潅
水
が
行
わ
れ
、
１
８
４
４
年
に
竣
工
し
た
。 

 

【
注
３
　
太
田
牛
蒡
】 

　
生
産
量
は
少
な
い
も
の
の
、
太
田
の
ゴ
ボ
ウ

は
古
く
か
ら
特
産
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
、
栄
村
で
は
大
沢
と
田
沢
の
箕
（
農
具

の
一
種
）
と
太
田
の
莚
、
叺
（
穀
物
や
石
炭
な

ど
を
入
れ
る
莚
で
つ
く
っ
た
袋
）
が
盛
ん
に
生

産
さ
れ
て
い
た
。 

 

【
注
４
　
長
谷
川
千
蔵
氏
な
る
人
〜
】 

　
下
記
コ
ラ
ム
参
照 

 

【
注
５
　
小
学
校
〜
】 

　
　
昭
和
３
年
、
栄
尋
常
小
学
校
が
現
在
地
に

設
立
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
摩
当
と
太
田
に

小
学
校
、
田
沢
と
李
岱
に
摩
当
小
学
校
の
冬
期

分
教
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
大
正
14
年
に
米

代
川
に
橋
が
架
か
り
、
通
学
に
支
障
が
な
く
な

っ
た
こ
と
で
統
合
小
学
校
が
発
足
し
た
。 

 

【
注
６
　
八
幡
神
社
】 

　
摩
当
の
鎮
守
社
。
創
建
年
代
は
不
明
だ
が
、

菅
江
真
澄
の
著
書
「
筆
の
ま
に
ま
に
」
に
、
「
本

郷
に
八
幡
宮
あ
り
。
比
宮
と
こ
ろ
、
い
と
い
と

広
く
し
て
、
云
々
」
と
の
記
述
が
あ
る
。 

す
が
え
ま
す
み 
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裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
み

な
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁

判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人

が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合

ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判

官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度

で
す
。 

　
裁
判
員
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

国
民
の
感
覚
が
裁
判
の
内
容
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
国
民
の

司
法
へ
の
参
加
が
大
き
く
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

   

●
裁
判
員
制
度
っ
て
な
に
？ 

 

　
国
民
の
み
な
さ
ん
に
裁
判
員
と

し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、

有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す

る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
き
め
て

も
ら
う
制
度
で
す
。 
 

●
裁
判
員
制
度
は
い
つ
か
ら
始
ま 

 

　
る
の
？ 

 

　
５
年
以
内
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
ど
ん
な
人
が
裁
判
員
に
な
る
の
？ 

 

　
20
歳
以
上
の
国
民
の
み
な
さ
ん

の
中
か
ら
、
抽
選
で
候
補
者
を
選

び
ま
す
。
実
際
に
裁
判
員
に
な
る

の
は
、
こ
の
候
補
者
の
中
か
ら
、

事
件
ご
と
に
選
任
の
た
め
の
手
続

き
に
よ
り
選
ば
れ
た
人
た
ち
で
す
。 

 

●
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選 

　
ば
れ
る
の
で
す
か
。 

 

　
年
１
回
、
20
歳
以
上
の
国
民
の

み
な
さ
ん
の
中
か
ら
、
く
じ
で
裁

判
員
候
補
者
が
選
ば
れ
ま
す
（
候

補
者
に
は
通
知
が
来
ま
す
）
。 

　
裁
判
員
は
、
こ
の
候
補
者
の
中

か
ら
、
事
件
ご
と
に
、
裁
判
所
に

お
け
る
選
任
手
続
に
よ
り
選
ば
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
現
在
の
事
件
数
等
を
基
礎
と
す

る
と
、
１
年
間
で
国
民
の
約
３
３

０
人
か
ら
６
６
０
人
に
１
人
が
裁

判
員
候
補
者
と
し
て
呼
ば
れ
る
こ

と
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
裁
判
員
制
度
の
具
体
的
な
手
続

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

①
抽
選
で
候
補
者
を
選
ぶ 

　
事
件
ご
と
に
、
裁
判
員
候
補
者

の
名
簿
の
中
か
ら
さ
ら
に
抽
選
で

そ
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
を
選

び
ま
す
。
選
ば
れ
た
方
に
は
、
裁

判
所
に
来
て
も
ら
う
日
時
等
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

　  ②
候
補
者
の
中
か
ら
６
人
を
裁
判 

 

　
員
と
し
て
選
ぶ 

　
裁
判
所
で
は
、
裁
判
長
か
ら
、

被
告
人
や
被
害
者
と
関
係
が
な
い

か
ど
う
か
、
不
公
平
な
裁
判
を
す

る
お
そ
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
辞

退
希
望
が
あ
る
場
合
は
そ
の
理
由

な
ど
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
ま
す
。

　
検
察
官
や
弁
護
人
は
、
そ
の
質

問
の
結
果
な
ど
を
も
と
に
裁
判
員

候
補
者
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
人

を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
（
双
方
４
人
ま

で
理
由
を
示
さ
ず
に
、
指
名
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）
。 

　
除
外
さ
れ
な
か
っ
た
候
補
者
か

ら
、
６
人
が
裁
判
員
に
選
ば
れ
ま

す
。  
 

●
裁
判
員
に
な
っ
た
ら
、
ど
ん
な

　
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？ 

 

　
主
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
仕
事

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　 ① 

公
判
に
立
ち
会
う 

　
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判

官
と
一
緒
に
、
刑
事
裁
判
の
法
廷

（
公
判
と
い
い
ま
す
。
）
に
立
ち

会
い
、
判
決
ま
で
関
与
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
公
判
は
、
で
き
る
限
り
連
続
し

て
開
か
れ
ま
す
。
公
判
で
は
、
証

拠
書
類
を
取
り
調
べ
る
ほ
か
、
証

人
や
被
告
人
に
対
す
る
質
問
が
行

わ
れ
ま
す
。
裁
判
員
か
ら
、
証
人

等
に
質
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　 ②
評
議
、
評
決
を
行
う 

　
証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
ら
、
今

度
は
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、

有
罪
だ
と
し
た
ら
ど
ん
な
刑
に
す

る
べ
き
か
を
、
裁
判
官
と
一
緒
に

議
論
し
（
評
議
）
、
決
定
す
る
（
評

決
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　 

　
評
決
は
、
多
数
決
に
よ
り
行
わ

れ
ま
す
（
た
だ
し
、
裁
判
官
、
裁

判
員
の
そ
れ
ぞ
れ
１
人
以
上
の
賛

成
が
必
要
）
。 

　
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合

ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
と
い
っ

た
裁
判
員
の
意
見
は
、
裁
判
官
と

同
じ
重
み
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

③
判
決
宣
告
に
立
ち
会
う 

　
評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷

で
裁
判
長
が
判
決
の
宣
告
を
し
ま

す
。 

　
裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
は
、
判

決
の
宣
告
に
よ
り
終
了
し
ま
す
。 

 

●
裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
辞
退
で 

　
き
な
い
の
で
す
か
？ 

 

　
広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
の
で
、

基
本
的
に
辞
退
は
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
た
だ
、
学
生
や
70
歳
以
上
の
方

は
辞
退
で
き
ま
す
し
、
病
気
や
介

護
な
ど
の
事
情
で
裁
判
所
に
来
る

こ
と
が
難
し
い
と
認
め
ら
れ
た
方

も
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

●
裁
判
員
に
な
る
と
、
何
日
く
ら

　
い
裁
判
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
の
で
す
か
？ 

 

　
多
く
の
裁
判
は
、
数
日
間
で
終

わ
り
ま
す
。
裁
判
所
と
し
て
も
充

実
し
た
裁
判
を
行
い
、
国
民
の
み

な
さ
ん
の
負
担
を
軽
く
す
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

 

●
仕
事
は
休
め
る
の
？ 

　
日
当
は
　
も
ら
え
る
の
？ 

 

　
裁
判
員
の
職
務
を
行
う
た
め
に

仕
事
を
休
ん
で
も
、
雇
用
主
は
不

利
益
な
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い

と
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
裁
判
所
に
来
ら
れ
た
方
に
は
、

交
通
費
や
日
当
、
宿
泊
費
な
ど
の

必
要
な
経
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
（
具

体
的
な
金
額
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
）
。 

　平成16年５月21日「裁判員の参加する刑事裁判に関す
る法律」（裁判員法）が、成立しました。これにより、
公布の日（平成16年５月28日）から５年以内に裁判員制
度が実施される予定です。 
　実施されるのはまだ少し先のことですが、新しい裁判
のしくみを理解していただくために、裁判員制度のあら
ましを問答形式でご紹介いたします。 

裁判員制度
　ってなに？

私たちも選ば
　　　れるの？ はじめまして「裁判員制度」はじめまして「裁判員制度」

◇
裁
判
員
制
度
◇

Ｑ
＆
Ａ
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道路の除雪作業に
ご協力お願いします

【国道７号】　国土交通省能代河川国道工事事務所　

　　　　　　大館国道出張所　�0186−49−0321

【国道105・285号、県道】

　　　　　　北秋田地域振興局建設部　�62−3 1 1 1

【町　　道】　鷹巣町役場建設課　　　　�62−1 1 1 1

◎お問い合わせ

　町では今年も、冬の通勤・通学・通院
等に支障がないよう、生活道路の確保と
安全な冬道対策として、除雪作業を進め
ています。
　除雪作業が安全に効率よく行われるよ
うに、次の点にご協力とご理解をお願い
します。

　路上駐車している部分の除雪ができなくな
り、交通渋滞や事故の原因となります。 
　また、除雪作業の遅れの原因となるため、
みんなの迷惑です。絶対にやめましょう。 

●路上駐車はやめてください

●道路への雪だしはやめてください

　除雪後に、道路に雪出しされると路面に凹
凸ができ、車両や歩行者の通行に大変迷惑を
かけますので、排雪は各自でお願いします。 
（屋根の雪をやむを得ず道路に降ろす場合は
歩行者等に十分注意して作業を行い、速やか
に後始末をしてください） 　除雪の際に、ご自宅前に寄せられた雪の処

理については、各自で排雪していただきます
ようお願いします。 
　各ご家庭で大変苦労されていると思います
が、ご理解とご協力をお願いします。 

●自宅前の除雪について

●沿道の空地や田畑の利用

　道路沿いの空地や田畑に雪を押し出させて
いただく場合もありますので、ご協力をお願
いします。 

　除雪作業は、交通量の少なくなった深夜か
ら早朝にかけて行われるため、除雪車のエン
ジン音や振動で、大変ご迷惑をおかけします
が、快適で安全な朝の通勤・通学路確保のた
め、ご協力ください。 

●深夜・早朝の作業にご協力を

　昨年まで、雪捨場として使用していた米代
川の鷹巣橋下流左右岸が中岱橋建設工事のた
め、今年は使用できません。 
　新しい雪捨場は、米代川の栄橋下流左岸
（摩当側）に設けています。 

●雪捨場の変更について

東小学校 東
保
育
園 

栄橋 

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 



 
 
 
 

◎母子健康手帳交付とマタニティ講座① 

日程　７日（月）、21日（月） 

　　　受付　13：00～13：10　　 

◎マタニティ講座③ 

対象　４～６月出産予定の方及び家族の方 

日時　25日（金）　18：30～20：30 

持参　母子健康手帳、テキスト、筆記用具 

申込　18日（金）まで 

 

 

◎２歳児歯科健康診査 

日時　８日（火）　受付　12：30～12：40 

持参　母子健康手帳、アンケート票 

　　　歯ブラシ、おしぼり 

 

 

日時　ツベルクリン反応　16日（水） 

　　　Ｂ　Ｃ　Ｇ　　　　18日（金） 

　　　受付　13：00～13：20 

対象　生後３～４８カ月 

持参　母子健康手帳、予診票 

 

 

◎７カ月児育児相談 

日時　22日（火）　受付　９：15～９：30 

持参　母子健康手帳、アンケート票 

　　　バスタオル、コップ、ビデオ（借用者

　　　のみ） 

 

 

◎４カ月児健康診査 

日時　22日（火）　受付　12：50～13：00 

持参　母子健康手帳、アンケート票 

　　　バスタオル 

 

 

日時　４日（金）　10：00～11：30 

内容　・絵本の読み聞かせ 

　　　・エプロンシアター　 

持参　飲み物等各自必要な物 

◎お問い合わせ 

　　もろびこども園　　　　�６２－３４４４ 

◎お問い合わせ 
　鷹巣町保健センター　�62－6666

妊 婦 の 方  

平成14年８～10月生まれのお子さんのいる方 

平成16年10月生れのお子さんのいる方 

２月２日（水）全血 
10：15～11：30 

12：00～13：00 

14：00～16：10 

吉 野 の 郷  

ジ ャ パ ン プ リ サ イ ス  

埋蔵文化財センター北調査課 

 

予 防 接 種（ツベルクリン反応・ＢＣＧ）  

平成16年７・８月生まれのお子さんのいる方 

キッズパーク（子育てサークル） 

２月７日（月）成分 
10：00～12：00 

13：00～16：30

北 秋 田 地 方 振 興 局  

〃 

◎定例健康相談（保健センター） 
　日　程　９日（水） 
　時　間　９：00～11：30  
　内　容　健康相談、血圧測定、尿検査等 

◎いきいき健康相談（げんきワールド） 

　日　程　毎週火金 　９:30～12:00 

　　　　　　　　 　　13:00～16:00 

　内　容　健康相談・血圧測定など 

祝日は 
休みです 

健康教室・相談健康教室・相談

（  　　） 

平成16年度生活習慣病予防週間のスローガン 

　　　「めざそう健康長寿、見直そう生活習慣」 

・糖尿病の予防には、「バランスのとれた栄養」や「適

度な運動」など健康的な生活習慣の確立が第一です。 

・健康診査を定期的に受診し、自己の健康状態を常時把

握するとともに生活習慣を見直す機会として活用し、個

々人に応じた健康づくりに取り組むことが大切です。 

生活習慣病予防週間が始まります　 ２月１〜７日

●日　　程　９月15日（水）　受付13：30～14：30 

●相談時間　14：00～16：00 

●場　　所　鷹巣阿仁福祉環境部　２階５相談室 

●医　　師　鷹巣病院　高世光弘先生 

精神保健相談・老人精神保健相談 
及びアルコール健康相談　開催 

１２ 広報たかのす　17.　2.　1
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２・５（土）鷹巣教会幼稚園50周年記念式典・講演 

  10：30～ 

　　６（日） 自主事業　弘前バッハアンサンブル 

 　前売券2,500円（当日券3,000円） 

  14：00～ 

　　12（土）鷹巣混声合唱団第28回定期演奏会 

 　前売券1,000円（当日券1,500円） 

  14：00～ 

　　13（日）自主事業　佐藤卓史ピアノリサイタル 

　　　　　　　前売券　一般2,500円　学生2,000円 

 　親子4,000円 14：00～ 

　　19（土）読書感想文コンクール表彰式 ９：30～ 

 おはなしでてこい 14：00～ 

　　　　　　　 

 

 

 

【２月のロビー展】中央公民館　三角パーツの折り紙

　　　　　　　　　づくり・手芸 ビーズアクセサリー 

２・５（土）中央公民館公開講座 

 　「トライあんぐる」 ９：00～12：00 

　　　　　　　◆ひな節句飾りの作り方 

　　６（日）中央公民館公開講座 

 　「手作りチョコレート講習会」 

  ９：30～13：00 

　　９（水）中央公民館公開講座 

 　｢うまい話にご用心｣様々な詐欺に注意 

  13：30～15：30 

　　11（金）建国記念の日を祝う会 10：00～15：00 

　　12（土）中央公民館公開講座 

 　２回目　「フランス料理講習会」 

  10：00～13：00 

　　20（日）中央公民館公開講座 

 　「中国の家庭料理講習会」 

  ９：30～13：30

　　６（日）第43回町民スキー大会 薬師山スキー場 

　　13（日）第32回北部市町村対抗兼大館北秋中学校

　　　　　　卓球大会　 鷹巣体育館 

スポーツ　　 �６２‐３８００ たかのす風土館　 �６２‐３３１１ 

中央公民館　 �６２‐１１３０ 

●休 館 日　７、14、19～25日 

●営業時間　８：３０ ～１９：００ 

◎お問い合わせ　　　   �７８－４０２５　 

ひまわりの家からのお知らせ 

２、９、11、16、20、23日は休館日です 

開館時間　９：００ ～１７：００ 

 

   
 
 
 

町民バドミントン教室開催

●日　時　２月１日(火)～３月３日(木) まで 

　　　　　毎週２回火・木曜日10回　 

　　　　　19：30～21：00 

●場　所　鷹巣小学校体育館 

●対　象　鷹巣町に在住または 

　　　　　勤務している方 

　　　　　(小・中学生は保護者同伴) 

●参加料　1,000円(シャトル代・傷害保険料)  

　　　　　教室当日受付にて徴収します 

●持　参　ラケット、室内用シューズ、タオル  

◎申し込み・お問い合わせ   

　　　鷹巣町役場　九嶋　巧 

　　　　　　　　　金沢聡志　　  �６２－１１１１ 

うまい話にご用心
●日　時　２月９日（水）　13：30～15：00 

●場　所　鷹巣町中央公民館　３階大教室 

●講　師　鷹巣警察署　生活安全課　菅原次男氏 

●内　容　講話「うまい話にご用心」 

　　　　　　様々な詐欺に注意 

●その他　準備の都合上、事前に申し込み 

 

 

 

　家庭料理を通して中国の料理文化を体験しよう 

●日時　２月20日（日）　９：30～13：30頃 

●場所　鷹巣町中央公民館　調理室 

●講師　神成　艶さん（中国出身　森吉町在住） 

●内容　水餃子など 

●費用　１，０００円程度 

●持参　エプロン、三角巾、筆記用具など 

●定員　20名（申込者多数の場合は抽選） 

●申込期間　２月１日(火)～15日(火)　17：00まで 

 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　鷹巣町中央公民館　　　　  �６２－１１３０

（氏名・住所・連絡先を記入）　FAX６２－１６６９ 

人生を豊かに 
楽しむ講座 

中央公民館公開講座 

中国の家庭料理講習会
中央公民館公開講座 

 

共通 

町民バドミントン教室開催
一緒に汗を流し、冬期間の運動不足を解消しませんか 
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●採用年齢　＜一般公募＞　18歳以上34歳未満 

　　　　　　＜技能公募＞　18歳以上55歳未満　　 

（国家免許資格等を有する者) 

●受付期間　４月９日(土)まで 

●試験期日　４月17日(日)～19日(火)のいずれか１日

　　　　　　が指定されます。 

◎お問い合わせ　自衛隊秋田地方連絡部 

　　　　　　　　大館出張所　 �０１８６－４２－１３９８ 

 

 

 

　２月１日より秋田県市町村交通災害共済と不慮の災

害共済の加入申込の受付がはじまります。 

　この共済制度は、交通災害共済掛金１人年額４００

円と不慮の災害共済掛金１人年額６００円を払い込む

と、不幸にして交通事故や不慮の事故等により死亡、

負傷または障害の残った方には１万５千円から１００

万円までの共済金が支払われるものです。 

　共済期間は４月１日から翌年３月３１日までです。 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　住民サービス課交通防災係 

�６２－１１１１ 

 

 

 

　北秋田地域振興局では、北秋田地域が有する優れた

農畜産物等を活用した新たな食ビジネスの創出を支援

するため、「美味し食ビジネス会議」の参加者を募集

しています。 

　当日は「デパ地下プロデューサー」の花谷みどり氏

の記念講演のほか、平成16年度食ビジネス創造プラン

応援事業成果発表（成果品試食会含む）などを行いま

す。 

●日時　３月９日（水）　13：00～15：30 

●場所　秋北ホテル２階　鳳凰の間 

●定員　80名（参加費用は無料。申込者多数の場合は

　　　　抽選とし、後日結果をお知らせします） 

●申込期間　２月28日（月）まで 

◎申し込み・お問い合わせ　北秋田地域振興局 

　企画・農山村振興班　�６２－３９５０  FAX６２－３９５０ 

おしらせ おしらせ 

交通災害共済・不慮の災害共済 

２月１日から受付開始 

 

募　集 

 

予備自衛官補募集  

 

年 金 だ よ り  119号 

　国民年金や厚生年金を受給している皆さんへ、社会

保険庁から１月末までに「公的年金等源泉徴収票」が

送付されています。 

　源泉徴収票には、平成16年中に支払われた年金額や

所得税の源泉徴収額等が記載されています。 

【なお、障害年金や遺族年金は非課税のため源泉徴収

されないので、送付されません】 

 

平成16年中に納めた国民年金保険料は、確定申告の際、

所得から控除され、所得税・町県民税の節税となりま

す。領収書は大切に保管してください。 

◎お問い合わせ　鷹巣社会保険事務所 

　源泉徴収票のこと　給付課　　　  �６２－１３０８ 

　保険料納付のこと　国民年金２課  �６２－１４９７ 

　　福祉保健サービス課　国保・年金係 

　　　　　　　　　　　　　　　　 �６２－１１１１ 

 

 
 

●源泉徴収票が送付されています 

 
 
●納めた国民年金保険料の納付書はなくさずに 

「源泉徴収票」と「国民年金保険料の領収書」

は、２月１日から始まる「申告相談」で使用

しますので、会場へ持参してください。 

 

食べて語り合う「美味し食ビジネス会議」開催 

 

　秋田県では、自動車税・個人事業税を安全・安心・

便利な口座振替をお勧めしています。 

　一度お申し込みになると、毎年ご指定の口座から

自動的に引き落としされます。 

　申込用紙は、地域振興局県税課及び各金融機関各

支店に備え付けています。 

◎お問い合わせ 

　北秋田地域振興局県税課　 �０１８６－４９－２２１１ 

 町有地を公売します 
●公売土地の表示 

　１. 花園町38番地 宅　地　676.10㎡ 

　２. 脇神字赤川岱171 雑種地　　 354㎡ 

　３. 綴子字前野168－12 宅　地　844.16㎡ 

　４. 旭町105-9 宅　地　717.70㎡ 

●入札日時　２月10日（木）10：00～　 

　　　　　　（郵便での入札はできません）　 

●入札場所　鷹巣町役場大会議室（３階） 

●入札保証金　各自入札価格の100分の5以上 

◎お問い合わせ 

　　　　　財務課管財係　　　　　�６２－１１１１ 
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税  の納期限  

国民健康保険税 第８期

２月28日まで

　 
町民スキー大会

弘前バッハアンサンブル
たかのす公演

２月の催し物・イベント案内 ２月の催し物・イベント案内 

 

 

◇期　日　2月6日（日）　町営薬師山スキー場 
◇開会式　８:５０　競技開始　９:３０ 
◇内　容　大回転、距離、スノーボード、地区対抗リレー 
　　　　　オープン種目として歩くスキー、豚汁無料など 
◇お問い合わせ　鷹巣体育館　　�62-3800

◇期　日　2月6日（日） 
◇会　場　たかのす風土館 
◇開　演　14:00 
◇入場券　全席自由 
（前）¥2,500　（当）¥3,000 
◇プレイガイド 
　　たかのす風土館（�62-3311）ほか 

◇期　日　2月13日（日） 
◇会　場　たかのす風土館 
◇開　演　14:00 
◇入場券　全席自由 
（前）¥2,500　学生（高校生まで）¥2,000 
（当）¥3,000　親子券（中学生まで）¥4,000 
◇プレイガイド 
　　たかのす風土館（�62-3311）ほか 

 

佐藤卓史ピアノリサイタル　

お二人の前途を 
　　　　祝福します 

鈴 木 郁 弥  

岩 谷 真 帆  

三 澤 佑 子  

(　 ) 

(　 ) 

(　 ) 

南 鷹 巣  

旭 町  

舟 見 町  

長男 

長女 

長女 

崇文 

 学  

 等  

 

 

 恵美  

 華子  

真由美 

 

 

 

い く や  

ま  ほ  

ゆ う こ  

 

 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

 

松 葉 町    

元 町    

綴子下町 

舟 場  

糠 沢  

綴子下町 

南 鷹 巣  

七日市本郷 

材 木 町  

西陣場岱 

( 歳) 

( 歳) 

( 歳) 

( 歳) 

( 歳) 

( 歳) 

( 歳) 

( 歳) 

( 歳) 

( 歳) 

成 田 キ ク   

伊 藤 ヤ ヱ   

堀 内 竹 藏   

柴 田 リ ヱ   

小 塚 茂 雄   

藤島マツヱ 

大 塚 謙 治   

長 岐 祥 好   

木村喜與美 

大 川 　 武   

 

　　たけぞう  

  

　　し げ お   

  

　　け ん じ   

　　よ し こ   

  き よ み 　　　　 

　　　　たけし  

  

 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

 

慶弔だより  
１月１日～１５日届出分・一部敬称略 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます 

おくやみ申し上げます 

 

 

67 

73 

84 

95 

78 

88 

94 

74 

57 

81 

 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16

曜 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

電話番号 

62－1146 

63－0105 

60－1055 

62－1101 

62－1123 

62－1155 

69－5300 

62－1267 

62－1455 

63－0515 

62－1400 

62－2261 

63－2700 

62－1210 

60－1055 

63－0105 

医 療 機 関 名  

奈 良 医 院  

佐々木産婦人科医院 

う え だ ク リニック  

盛 岡 外 科 医 院  

戸 嶋 産 婦 人科医院  

近 藤 医 院  

毛利整形外科クリニック 

と し ま 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

石川耳鼻咽喉科医院 

津 谷 内 科  

たむら内科クリニック 

鷹 巣 病 院  

う え だ ク リニック  

佐々木産婦人科医院 

（午後６：３０～９：００） 
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三 沢 雅 彦  

幸 坂 史 子  

まさひこ  

ふ み こ  
　さん 

　さん 

南 鷹 巣  

宮 前 町  

千 葉 秀 一   

小笠原喜美子  

しゅういち 

き み こ  
　さん 

　さん 

横 渕   

鹿 角 市   （ 

（ 
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小正月行事

場所 大館能代空港駐車場（シンボルゾーン）

第１１回鷹巣町 

２/１２・１３
(土)　　　(日)

【駐車場が大変混み合いますので　　　 
　　無料シャトルバスをご利用ください】 

※12日のみ最終バスは｢火祭りかまくら｣終了後出発 
 
主催　鷹巣町物産協会・鷹巣町観光協会 
共催　鷹巣町・鷹巣町商工会・ＪＡ鷹巣町 
　　　ぶっさん館・大太鼓の館 
協賛　県道矢坂糠沢線整備促進期成同盟会 

２/１１日（建国記念の日）
　　　　１０：００〜１５：００頃まで

内容 ㈰大型かまくらとキャラクター雪像の制作
　　　㈪臨時駐車場内の排雪山を利用した「そりコース」
　　　㈫「馬ソリ」の運行

㈬松尾牧場より「ロバ」「ポニー」がやってくる
　（ポニーは乗馬可能）
㈭かまくら内では甘酒のサービス
㈮屋台の出店を予定
㈯空港の除雪車や消防車も展示します
◎お問い合わせ 
　　空港ターミナルビル 　�６２−５３３０

●藤里町物産協会も協賛出店　 
●12日夕方は、七日市葛黒に伝わる 
　伝統行事「火祭りかまくら」　 
　が行われます。※12日午後5時30分〜 
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時間　両日とも午前９時〜午後４時頃まで
場所　道の駅たかのす「大太鼓の館」駐車場


